
行報
政告

▪
関
係
人
口
の
拡
大

　
10
月
29
日
に
、
武
蔵
野
大
学
有
明

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
初
の
「
鹿か
づ
の
け

角
家
Ｕ

25
」
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
会
で
は
、
武
蔵
野
大
学
の
学
生

が
、
今
年
の
夏
に
本
市
で
研
究
活
動

を
行
っ
た
「
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
起
業
研
究

プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
成
果
報
告
の
ほ
か
、

鹿
角
家
Ｕ
25
の
会
員
や
、
本
市
を
含

む
３
拠
点
で
生
活
を
し
て
い
る
大
学

院
生
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
本
市
で
の
暮
ら

し
の
様
子
や
鹿
角
に
対
す
る
想
い
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
鹿
角
家
の
交
流
会
「
鹿
角

家
家
族
会
議
」
も
開
催
さ
れ
、
Ｕ
25

の
会
員
と
鹿
角
家
の
会
員
が「
鹿
角
」

を
テ
ー
マ
に
交
流
を
深
め
、
郷
土
愛

の
醸
成
と
将
来
的
な
Ｕ
タ
ー
ン
に
向

け
た
意
識
付
け
を
図
っ
て
い
ま
す
。

▪
鹿
角
市
く
ら
し
応
援
商
品
券
の
発
行

　
燃
料
価
格
や
物
価
の
高
騰
に
よ
り

影
響
を
受
け
て
い
る
家
計
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
11
月
１
日
現
在
で
本

市
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
を
対
象

に
、
１
人
に
つ
き
５
千
円
分
の
「
鹿

角
市
く
ら
し
応
援
商
品
券
」
を
発
行

し
ま
し
た
。

　

年
末
年
始
で
の
利
用
を
考
慮
し
、

１
月
31
日
ま
で
の
利
用
期
間
と
し
て

い
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▪
認
知
症
対
策

　
10
月
15
日
に
、
文
化
の
杜
交
流
館

コ
モ
ッ
セ
を
会
場
に
「
認
知
症
市
民

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
参
加
し
た

約
２
０
０
人
が
認
知
症
に
対
す
る
理

解
を
深
め
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
認

知
症
の
方
へ
の
支
援
の
輪
を
広
げ
、

高
齢
者
に
優
し
い
地
域
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

▪
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
希
望
さ
れ
る
方
の
接
種
を
促
進

す
る
た
め
、
接
種
間
隔
が
５
カ
月
か

ら
３
カ
月
に
短
縮
さ
れ
て
い
る
な
か

で
、
本
市
で
は
、
市
内
医
療
機
関
で

の
個
別
接
種
を
中
心
に
対
応
し
て
い

ま
す
。

　
11
月
22
日
時
点
で
の
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
は

５
２
８
３
件
で
、
全
人
口
に
対
す
る

接
種
率
は
19
・
８
％
で
す
。

　
ま
た
、
生
後
６
カ
月
か
ら
４
歳
ま

で
の
乳
幼
児
接
種
に
つ
い
て
は
、
大

館
市
と
小
坂
町
と
の
広
域
連
携
に
よ

り
、
11
月
19
日
か
ら
大
館
市
立
総
合

病
院
を
会
場
に
集
団
接
種
を
実
施
し

て
お
り
、
接
種
体
制
や
救
急
医
療
体

制
の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
冬
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同

時
流
行
が
心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
両
方
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
勧
奨

す
る
と
と
も
に
、
マ
ス
ク
着
用
や
部

屋
の
換
気
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
予

防
対
策
の
徹
底
を
周
知
し
て
い
き
ま

す
。

▪
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
と
活

性
化

　
「
市
民
と
の
対
話
」
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
、
４
地
区
の
地
域
づ
く
り

協
議
会
な
ど
が
主
体
と
な
っ
て
「
地

域
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催

す
る
こ
と
と
し
、
9
月
３
日
の
尾
去

全
市
民
に
鹿
角
市
く
ら
し
応
援
商
品
券
を
配
付

地
域
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催

八
郎
太
郎
三
湖
伝
説
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

令
和
４
年
第
８
回
定
例
会

行
政
報
告
を
行
う
関
市
長

認
知
症
市
民
セ
ミ
ナ
ー

鹿
角
家
Ｕ
25
交
流
会

　
令
和
4
年
第
８
回
鹿
角
市
議
会
定
例
会
が
11
月
28
日
か
ら
12
月
19
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
補
正
予
算
案

な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
初
日
に
行
わ
れ
た
市
長
の
行
政
報
告
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

沢
地
区
を
皮
切
り
に
、
11
月
25
日
に

は
十
和
田
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
も
定
期
的
に
開
催
し
、
市
民
と

の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
自
治
会
や

各
種
団
体
な
ど
が
抱
え
る
課
題
の
解

決
を
図
り
、
よ
り
良
い
地
域
社
会
の

構
築
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

▪
令
和
４
年
産
米
の
作
柄

　
６
月
上
旬
の
低
温
や
日
照
不
足
に

加
え
、
８
月
の
大
雨
被
害
に
よ
り
、

本
市
を
含
む
県
北
地
域
の
作
況
指
数

は
「
94
」
で
「
不
良
」
と
な
り
、
10

アール
当
た
り
の
予
想
収
量
は
、
前
年
よ

り
47
キログラム
少
な
い
５
３
０
キログラム
と
公
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
産
米
の
概

算
金
は
前
年
か
ら
は
値
上
が
り
し
た

も
の
の
、
上
が
り
幅
は
小
さ
く
、
そ

の
一
方
で
、
燃
料
費
を
は
じ
め
と
す

る
生
産
コ
ス
ト
が
高
止
ま
り
し
、
農

業
経
営
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
や
県
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
肥
料
を
は
じ
め
と
す

る
コ
ス
ト
削
減
の
強
化
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

▪
ク
マ
の
出
没
状
況

　
10
月
末
ま
で
の
目
撃
・
被
害
通
報

件
数
は
、
前
年
比
66
減
の
１
２
４
件

で
、
う
ち
被
害
件
数
は
、
前
年
比
24

減
の
44
件
で
し
た
。
今
年
は
ド
ン
グ

リ
な
ど
の
ク
マ
の
餌
と
な
る
木
の
実

が
豊
作
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
里
山

へ
の
出
没
が
大
き
く
減
少
し
た
も
の

と
捉
え
て
い
ま
す
。

▪
観
光
発
見
八
郎
太
郎
物
語
事
業

　
11
月
26
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
、
八
郎
太
郎
伝
説
を
起
点
と
し

た
広
域
連
携
や
観
光
活
用
の
可
能
性

に
つ
い
て
、
関
係
自
治
体
と
理
解
を

深
め
合
い
、
翌
27
日
に
は
、
八
郎
太

郎
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
周
遊
型
の
観
光
ツ
ア
ー

の
造
成
に
つ
い
て
可
能
性
を
探
っ
て

い
く
ほ
か
、
地
域
住
民
の
理
解
を
深

め
る
た
め
の
機
運
醸
成
な
ど
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

▪
Ｊ
Ｒ
花
輪
線
の
復
旧
状
況

　
８
月
の
大
雨
災
害
に
よ
り
鹿
角
花

輪
駅
と
大
館
駅
間
が
運
休
と
な
り
、

代
行
バ
ス
に
よ
る
運
行
が
続
く
な

か
、
９
月
１
日
に
は
、
Ｊ
Ｒ
盛
岡
支

社
長
に
対
し
要
望
書
を
提
出
し
、
早

期
完
全
復
旧
を
働
き
か
け
て
き
ま
し

た
が
、
11
月
15
日
に
令
和
5
年
４
月

か
ら
５
月
頃
に
運
転
が
再
開
さ
れ
る

見
通
し
だ
と
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
復
旧
に
向
け
た
協
力
を

行
い
な
が
ら
、
早
期
の
運
転
再
開
に

つ
な
が
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
い
き
ま
す
。

▪
地
域
電
力
小
売
会
社
か
づ
の
パ

ワ
ー

　
電
気
・
原
油
な
ど
の
価
格
上
昇
が

続
き
、
旧
一
般
電
気
事
業
者
を
含
む

小
売
電
気
事
業
者
の
経
営
環
境
が
厳

し
さ
を
増
す
中
、
か
づ
の
パ
ワ
ー
に

お
い
て
も
、
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
か
ら
の
卸
供
給
価
格
の
改
定
を
受

け
、
12
月
か
ら
電
気
料
金
が
値
上
げ

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
株
式
会

社
と
の
協
議
を
経
て
、
来
年
度
か
ら

大
沼
地
熱
発
電
所
の
電
気
の
一
部
を

固
定
価
格
で
仕
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
見
通
し
と
な
り
、
市
内
で
発
電
さ

れ
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
を

安
定
し
た
価
格
で
供
給
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
こ
と
か
ら
、
２
０
３
０

年
ま
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

達
成
に
向
け
、
前
進
す
る
も
の
と
捉

え
て
い
ま
す
。

▪
市
道
除
雪

　
11
月
22
日
に
、
受
託
業
者
や
関
係

者
に
よ
る
除
雪
会
議
を
開
催
し
、
除

雪
計
画
に
基
づ
い
た
体
制
を
整
え
ま

し
た
。

　
今
期
は
、
市
道
な
ど
約
５
５
６
キロメートル

に
つ
い
て
、
除
雪
機
械
１
０
９
台
に

よ
る
除
雪
作
業
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、冬
期
間
に
お
け
る
安
全・

安
心
な
道
路
交
通
の
確
保
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　
▪
「
世
界
遺
産
の
ま
ち
」
づ
く
り

　
11
月
５
日
に
、
大
湯
環
状
列
石
を

含
む
「
北
海
道
・
北
東
北
縄
文
遺
跡

群
」
の
世
界
遺
産
登
録
１
周
年
と
、

大
湯
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
館
の
開
館

20
周
年
を
記
念
し
、「
大
湯
環
状
列

石
‐
環
状
の
現
在
・
過
去
・
未
来
‐
」

と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

世
界
遺
産
登
録
に
尽
力
さ
れ
た
、

文
化
庁
の
文
化
財
調
査
官
な
ど
が
講

演
し
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
大

湯
環
状
列
石
の
役
割
と
活
用
に
つ
い

て
、
多
く
の
参
加
者
が
理
解
を
深
め

ま
し
た
。
世
界
遺
産
を
永
続
的
に
ま

ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
た
め
に

も
、
引
き
続
き
、
大
湯
環
状
列
石
の

保
存
・
活
用
・
整
備
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

問 

総
務
課 

行
政
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